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・ギルド加入者は，加入金15デナリを納付すべき事。   
（デナi）；Denar，〟Pfennig，，，′遠隔地交易用の銀通貨）  
・手工業者や外来商人のギルド入会は許可されない事。  
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その内容はいずれも大同小異であった。   










② ツンフト規約に関する事項として  
・ツンフト首長を選任する権限は，「保護者」としての教会が保留する事。  
・工業警察的権能は，「保革者」としての教会が保留する事。  
などが記されている。   
この公認文書よりも，ツンフトとしての特徴的姿がもう少し見られる特許状  
として，ウオルムスの司教アダルベルトが，1106年か或いは1107年に23名の漁  
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夫から成る漁師ツンフトに与えた特許状がある。ここには，   












① 対外政策（ツンフト非構成員に対するもの）として   
都市禁制圏内での手工業職営業の独占〔他所者（非構成員）の営業の禁止〕。  
② 対内政策（ツンフト成員に対するもの）として   
経営上の諸条件（道具，原材料の数量，徒弟数，作業・販売の場所や数そし   
て方法等）の厳重な統制と平等の維持。  
の2条件を保証する条項，所謂，ツンフト強制（Zunftzwang）の条項が，明確  
に確保され，記載されている特許状を獲得することが必要であった。   
時代の経過に伴い，これらの状項を容れた特許状がやがて出現して来るよう  
になった。例えばケル 
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護される事になったのである。ツンフトへの加入強制は，正にツンフト制度の  
核心を成すものであった。   
ケルンの毛織物エツンフトが得た特許状では  
① 一般的事項として   
・ツンフトは；親方と一般成員から構成される。   
・毎年聖マルチンの日（11月11日），29名の親方から選挙により2名のツン  
フト首長を決定する。選ばれた者は，その任を拒否することは出来ない。   
・首長の重要な職分は，ツンフト条件の違反者や規格外製品の生産などに対  
して，ツンフトによる裁判権及びツンフト罰令権を持ち，これを施行する  
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工，1226年のバーゼルの毛皮匠等に与えられた特許状に明らかに読み取れる。   
しかしながらツンフトの裁判権は常に一定の範囲内に限定されていた。   
確かにツンフトは違反者を自らの裁判で処罰することは出来たが，違反者が  
その命令を不満とし拒否し抵抗する場合には，都市の上級裁判に委ねなければ  


















① 親方としてツンフトに加入を希望する場合，加入金1卑シリングを納付の事。  
（さ 徒弟としてツンフトに加入を希望する場合，加入金4シリングを納付の事。  
③ 単に社交的或は宗教的目的でツンフトに加入を希望する場合，24デナリを   
納付の事。  
232   
83  中世ヨーロッパの手工業者 ∬   


























233   
84  文化論集第2号  
ンフト成立当初から既に自ずと親方数をいちじるしく制限する元になっていた  
のである。加入金ほツンフト強制に形式的でなく実質的な意義を持たせるもの  
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ツンフト特権の世襲化は，既に漁師ツンフト特許状に見られたように，ツン  
フト成立当初から，特権の一つとして謳いあげられていたものである。継承者  









かった。   
都市当局もツンフトも自都市内の産薬発展，勢力拡張の為に，手工業者が都  
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（2）ツンフト集会，ツンフト役員   
ツンフト集会の開催，ツンフト事務の処理・遂行や宗教的，社交的行事など  






会が召集された。   
集会で審議され，議決される事柄は   
・ツンフト規約の制定と変更に関する件。   
・ツンフト首長（Zunftmeister）の選出。   
・ツンフト加入希望者の採用審査に関する件。   
・ツンフト規約違反者制裁に関する件。   
・都市当局及び他ツンフトとの紛争に関する件。   
・ツンフト採算に関する件。   
・収支会計報告。   
・宗教的行事や社交的行事に関する件。  
などで，一般的に多数決によった。   
前記（本稿p．81）したように都市領主，都市当局の手から離れて，すべて  
のツンフトでツンフト首長が親方会員の手で選挙されるようになったのは，ツ  
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① ツンフト集会を召集し，議長として議事を進行，指導する事。  






















員の給与は年2マルクであった。   
首長報酬や役員給与以外のツンフト経常支出に宗教的行事に対するものがあ  
る。牧師への謝礼，献金，蝋燭代，施し，教会行事への参加費，教会内の会員  
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た上記のごとき臨時の出費の際には随時賦課金が徴収されたのである。   
④ 親方，職人，徒弟  
（i）徒弟（Lehrling）   
ツンフト構成員には親方と，本来的な構成員ではない成員の職人，徒弟によ  
る三階級がある。その最下位の位置にいるのが徒弟で，親方身分すなわちツン  
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共に父親の下で修業すればよかったのである。   




なって来るが平均して10－16才が妥当な年令とされていた。   






ている。15世紀中葉以後になると嫡出看でない者を排除する傾向は愈拡大され   
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の責任であるが，衣類の支給は保証人の責任だった0   
徒弟生活は彼らに「不幸なことに奴隷だって罪人だって，俺達より余計に働  




分に仕え，世話を尽くさねばならない。夜には仕事場の片付け，戸締り・職人   
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（1り 職人（Gese】1e）   
職人は本来，徒弟奉公修了者と親方に至るまでの過渡的状態にある手工業労  
働者であると言えよう。   
ところで，この状態にある労働者は  










① 親方身分獲得の期待に燃えて，不安定で不満足な現状に耐えている待機者。  
（参 親方身分獲得に必要な資金が得られなかった為，技術能力が不十分であっ   
た為或いは其の他の理由で親方参入を拒否され，希望を失った者。  
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低かった）   
例えば  
大工，石工，屋根屋では  
職人日給   親方日給（参照）   
賄い無し  5 シリング（約60ペニヒ）  8シリング（約96ペニヒ）   
スープ付き  3．5シリング（約42ペニヒ）  6シリング（約72ペニヒ）   
賄い付き  32ペニヒ   4シリング（約48ペニヒ）   
であった。その外に就いては  
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注 ただし1年の労働日数を250日として換算した   
であった。   
また出来高払いで支払われる事もあった。勿論この場合にもツンフトの規制  
を受けた。穿孔細工を施してる琉拍職人の労賃は1000個毎に最高4ペニヒで  


















あっても。まして集団・徒党や同盟を成すことは厳禁されていた。   
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（iii）親方（Meister）   
手工業労働者の三階級の中で頂点の位置に生活するのが親方である。   
親方と言う言葉がいつ頃から使われ始めたのだろうか。親方身分がいつ頃か  










と思われる。   
手元の文献・資料の中に「親方」の言葉を初めて見るのは1149年ケルン市が  
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手工業労働者が親方になることによって，′自由で安定した裕福な生活を持ち，  
いよいよ発展して都市上級階級の一員になる事さえ可能であった。それは強力  




は既に記した。   
親方連は特権維持の為に厳格に規約′を履行した。更にその特権持続に危機を  
感ずるような辛が生ずれば，、J、つゃも規約の壁を厚くして防ぐ事に意を傾けた。  
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（D 親方は必ず自分の仕事場（店舗でもあり住居でもある）を持たねばならな   
いが，一個所しか所有できない事。  
（さ 作業用用具，機器及び生産量制限の事。   
例えば，道具，機器に就いては   
1378年 毛織物エツンフト…………親方所有織機2台まで許可   
1397年 パルケント紙布ツンフト…親方所有織機3台まで許可  
1412年 絹織布，紡績ツンフト……新紡ぎ車及び新撚り糸車の使用禁止   
1400年 晒布了1ニッンフト…・・………・水力噺布機利用制限  
又，生産量に就いては   
1494年 ビール醸造エツンフト…・・・毎週他より多くすべからず，平等たる  
事  
1320－70年 毛布エツンフト・…・．…役員親方 1日4シュテエツク  
（St批k）迄  
・一般親方 1日3シュテエツク迄  










（勤 雇傭職人及び採用徒弟数制限の事。   
ツンフトの職種によって異なるが，大方のツン∵7トが親方一人につき徒弟は  
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1～2名，職人に就いても2名程度に限っている。或は“親方一人が抱えうる  
徒弟・職人は合わせて4人までとする”と弾力性を持たせたツンフトもあった。  























⑥ 賃金規制の事。  
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職人の項に参照として親方の日給を記したが，これらは1374年のケルン市参  
事会による貸金裁定である。この裁定によれば   
第1条 大工，石工親方は，必ず徒弟一人同伴で仕事に赴くこと。日給。下  
表参照   
第2条 大工，石工職人の日給。下表参照   
第3条 屋根葺き，研師の日給。下表参照  
大 工，石 工  屋根葺き  研 師  
親 方   従 弟   職 人   親 方   親 方   
弁当持参の時   8シリング  3シリング  5シリング  9シリング  9シリング   
スープ付き   6  ク  28ペニヒ  3．5 ノン   7  ノン   7  ケ   
食事付き   4  ク  20 ク  32ペニヒ  5  〃   5  〃 
徒弟は修業中は賃金を与えないのがツンフトの決まりであったが，山作業の  
時は作業主から支払われた。これは親方が受けておいて，後日渡す事になって  
いた。   
第4条 規走より高賃金を払う者は罰金50マルクを，受け取った者は2マル  
クと8日間の刑に処す。   
第5粂 この賃金実施の為に参事会が監督する。   




（か 品質検査及び販売に就いての規定   
親方は商品の生産者であると同時に，そ・の販売者でもあった。   
販売は自分の製品のみに限られていて，他の親方や他所者の製品の販売は禁  
止されていた。廉売，投横，先手売り，顧客の争奪なども勿論禁止であった。  
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又，∵販売場所は自分の作業場兼店舗の住居或はツンフトの共同店舗や会館に限  














いる。   
品質規制は，公定価格制度と一体をなすものであり，、同様にツンフト成員の  




の事もツンフト及び都市当局に品質規制・検査を重視させた理由であった。   
又，品質規制・検査の精神は公正価格と売り手・買い手間のフェア・プレー  
をんずる中世人の理念にも合致する事だった。   
親方による商売はしばしば商人と衝突を引き起こしたが，販売地域の殆どが  
狭隆な都市内に限られている親方の販売は，遠く．外国迄販路を広げ大規模に商   
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為者は親方権没収の厳罰を課せられた。   
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中世ツンフトに於ける親方作品要求の時期と場所   
年 代   場  所   ツ ンフト   
13C．  パリ   馬具師，絹織物工   
1272  ベルン   パン屋   
1313  鍛冶屋  
1355  ケルン・ニュルンベルク   
ミュンヘン・フライブルク・ロンドン   革紐，革具工  
1360  リガ   金細工匠   
1370  リューベウク  靴屋   
1375  ハンフォルク   パン屋  
リガ   桶屋   
1380  石工  
1382  リガ   鍛冶屋   
1387  ダンッイヒ   鍛冶屋   
1389  リューネブルク   靴屋   
1390  リューベ ック   綱匠   
1391  マインツ   仕立屋   
1394  マインツ   仕立屋   
1394  グライスワルト   靴紐，革具工  
ローマ   壁工   
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・仕立屋ツンフトでは男子服及び婦人服4個を親方作品とし，試験料2マル   
クを納付の事。作品は8日以内に提出すべし。  
・大工の場合，三軒の農家を建てることで親方作品に代える。  







肉屋ツンフト首長FridrichPlecher   
カーニノヤル行進の宰領l（Amb・317・20，Bd．I，85V．）   
右手に肉屋ツンフトの権杖を捧げ持つ  
〔早稲田商学第309号（昭和60年1月）p．277．85V∴肉屋参照〕  
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その洗礼を受けて初めて親方の仲間に入れた。親方の子弟の場合は試験作品は  
免除されるし，その他の点でも色々と特典があった。不合格者は不服の場合上  





















争いあうのが常であった。血を見ることもあった。（Fig．3．Fig．4参照）   
そして，この大儀式の行列の幕は料亭での楽しみな大饗宴をもって閉じられ  
た。  
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Ⅴ 同職職人組合（Gese11enverband）  










のだった。   
こうした名目の下にツンフトは遍歴修業の強制義務化を実施したのであるが，  
実際は身辺に増加してくる親方志望者の規制を意図したものに外ならない事は，  
親方の子息には免じたり，期間を減じているのを見れば明らかである。   
寿が来ると職人は職種によって決まった帽子を被り，短剣を帯び，杖を手に，  
そして少々の食料をポケットに詰め込み，下着や手道具を雑嚢に入れ，町から  
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租仙仙＝・Ⅶ血l掴伸輔押Ⅶ伽Ⅷ両加血l叩仙‖伽輌tl℡喝m．q呵巾［t州一打5n他日qlut叩工句lねL 則川輌，剛佃か川一帖  
F短．5  
1801年ライプチイヒ市ツンフトから下付された  
ロクロ紳工職人Gottfried Wagnerの就労証明書  
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たった遍歴職人に救いの手をのべ，過歴職人の支えとなったのが職人組合で  
あった。職人組合の存在が遍歴強制を■可能にしたのであると同時に逆に遍歴強  
制が職人組合を強化し，促進したと言うことができるのである。   




















断の刑に処すと威嚇している。   
職人組合への加入は，職人宿に於ける極めて象徴的，秘儀的な入会儀式を受  
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酬 鵬  















穿昔撃砕’  餌l柚りl恒uI目し   
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ゆき，親方達は自己の営業独占確保に狂奔するのだった。   

















工，織物製造工のように完成品別なのが縦割りの分類である。仕立屋，’ズボン   
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仕立屋，上着仕立屋，セント・ズキシ仕立屋……，▼靴屋，長靴屋，子供靴屋，  



















方個々の家でなされる場合れ “家内工業制度の萌芽”ェ・一－－と，全く資本家的  
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ツンフト崩壊の第二のタイプは“ツンフトの合同（Fusion derZunfute）”と  
いわれるタイプである。このタイプの崩壊はまたもイギリスに，そしてフラン  











てしまった。   






場を収めて勝利者になってしまった。   
ここに一群の手工業ツンフトが，このグループ全体の商業的機能を掌接して  
しまった一個のツンフトに従属し，崩壊して行く姿を見るのである。  
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を必要とする商品－ “例えば絹，琉泊，新奇な原料としての木綿の如き物”   
「 の場合， 小資本のツンフ」トには重荷であってi商人；問屋商人に依存せざ  








に吸収されてしまうのである。   
ところでツンフト政策のもう一つの面である親方達のツンフト世襲権及び子  
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息の徒弟修業免除或は期間短縮の優遇策を謳ったツンフト規約は，親方連の企  
業独占権を確保する為の手段であったが，同時にツンフトを崩壊に導く要素も  






















を貸す事になったのである。   
先にツンフト崩壊の経路は国によって異なると記してきた。そしてその一部  
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中世ヨーロッパの手工業者 n  117  
を見てきたが，その経路は一口で言えば，ツンフト・メンバーが商人と手工業  




















不備な点が多々ある事を危倶するものである。何卒ご寛容の上 ご指導の程を  
お願いいたしたい。よく日本語は学術用語・論文用語には不向きである。概念  
ひけ 規定が曖昧模糊と七ているとか，融通無碍だからなどと言われている。参照の  
文献を再三読み返していてこの事によく当面した。特に翻訳書の場合にしばし  
267   
十  















ろうか？ 何がドイツを再興させたのであろうか？ 大変に興味をそそられる  
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雇い募金をおこなった。彼は鈴と募金箱，ずだ袋を持って，市民の慈悲心に訴  
えて毎日市中を巡回し施し物を集めた。…… こうした施物収集係をフランクフ  
ルトではKlingelmann，ニュルンベルクではGlbcknerシュトラスプルクでは  
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